
観光・まちづくりと一体となった
地方鉄道再生の取組

～北近畿タンゴ鉄道から京都丹後鉄道へ～

平成28年2月16日 ＩＴＰＵセミナー資料

京都府
副知事 城 福 健 陽
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１．北近畿タンゴ鉄道関係

２．観光まちづくり「海の京都」事業

３．「海の京都」と交通

４．ｳｨﾗｰﾄﾚｲﾝｽﾞによる鉄道事業の運営

５．インバウンドへの対応
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■営業路線
営業キロ １１４．０ｋｍ
＜宮福線＞３０．４ｋｍ

福知山～宮津
＜宮津線＞８３．６ｋｍ

西舞鶴～豊岡
駅数 ３２駅
＜宮福線＞ １４駅
＜宮津線＞ １９駅
＊宮津駅は重複
有人駅は１５駅
（うち直営５駅）

■沿革
大正13年 旧国鉄峰山線(当時：西舞鶴・宮津間）営業開始
昭和57年 宮福鉄道（株）会社設立 （三セク）
昭和63年 宮福線（宮津・福知山間30.4km）開業
平成元年 北近畿タンゴ鉄道に商号変更 （三セク）
平成 2 年 旧国鉄宮津線(西舞鶴・豊岡間83.6km）を譲り受け開業 3
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■利用者の内訳

高校生
約60万人(30％)
※全高校生の２割

通勤者
約40万人(20％)
※全従業人口の２％

観光客
・一般客
約100万人

(50％)

千円

■沿線従業人口の推移
（ＫＴＲの駅から600m圏）

H13 H18 減少率

従業人口 54,099人 49,332人 91％

資料：国勢調査、事業所・企業統計調査

利用者数：３００万人→２００万人
経常損失：年々増加。年間約７億円超

駅周辺から減る従業人口

千人
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分かりやすく、使いやすい公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ実現会議の取組
＜背景＞利用者が年々減少し、経常損失が拡大、 府中北部をバス運行

する旧京都交通（株）が会社更生法適用(H16.1）

年月 内容

平成17年11月 分かりやすく、使いやすい公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ実現会議の設置

平成18年9月 丹後地域公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ改善実行計画（中間まとめ）策定・発表

平成19年10月 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律施行

平成19年11月 実現会議を法に基づく法定協議会に

平成20年1月 国土交通大臣に地域公共交通総合連携計画を提出

平成20年4月 近畿運輸局長から地域公共交通活性化・再生総合事業計画の認定

平成20年10月 北近畿タンゴ鉄道再生計画を策定

平成21年3月 高速道路休日1000円上限割引開始

平成21年7月 地域公共交通活性化・再生優良団体国土交通大臣表彰受賞

平成22年6月 高速道路無料化社会実験によりKTRの業績が悪化

平成23年4月 北部地域総合公共交通検討会を開始



丹後地域公共交通ネットワーク改善実行計画（法定計画）の概要



（２）当面する課題

・利用者の減少傾向に歯止めがかからず、運行本数（特急）を減

便する負のスパイラル状態

・設備が老朽化し大規模な修繕が必要

（冷房の不具合、車両の傷み）

・組織と財務の硬直化

・観光地の魅力の相対的な低下

(海水浴客の減少）

・今後、高速道路の延伸により自動車利用の利便性が高まり、高

速バスが脅威（競争条件の変化）

このままでは地域から見放されつつある

「乗って守ろう」の限界
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利用者数 旅客運輸収入

平成

５

１０

１５

２３

１５０万人 １００万人 ５億円 １０億円

１１２
定 期

定期外

１３８

１６５

１２９

１３４

１１２

１０４

９１

１．８

１．６

１．３

１．４

１２．２

１１．７

１０．３

７．４

「定期外」で稼ぐ構造にもかかわらず、利用者数・収入額とも 「定
期外」が大きく落ち込み収支が悪化

→ 沿線外からの全く新しい需要開拓が必要 8
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・車両に関する修繕費（車両保存費）が急拡大
(S63年製6両、H2年製15両、H4年製3両、H7年製10両）

→ 車両の維持管理費が課題

車両保存費

線路保存費

電路保存費

（千円）

修繕費に占める車両保存費の増加
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○行政依存の財務体質 ○スピード感のない統治機構

○責任の所在があいまいな行政主体の経営陣（行政出身のトップ）

○政治の影響を受ける事業運営 ○伸びない運輸外収入

○ 鉄道ＯＢ依存の技術力 ○進まない風土改革

これまでは、民間企業では担えない鉄道事業を担う方式として
第３セクター方式が選択され、経営が行われてきた（ＫＴＲも同様）

しかし、KTRでは経営感覚の不備、責任の所在が不明確でモラル
ハザードが発生するなど、課題が顕在化

純粋民間資本による自立した経営環境が必要
10



有識者検討会「中間とりまとめ」の概要(H24.9)

「愛されるＫＴＲへ」～乗って守る・来てもらって守る～
＜めざすべき将来像＞

沿線の人々が誇りを持って生き生きと暮らし続け、域外の人達に自慢できる
地域に愛される鉄道としてその価値を発揮できるように、安全を確保し、安心
して使える設備水準で、しっかりと後世につないでいく。

○経営体制
・経営体制刷新、企画・営業部門強化
・本社と運行本部の統合
・経営ビジョンの策定と共有

○収支構造改革
・支援スキームの見直し
・コスト構造改革

○社内改革
・社員の意識改革

○線路・電路施設
・安全・安心に係る設備投資

○車両関係
・冷房装置の更新 あかまつ号

・車両洗浄装置導入
・デザイン車両導入

■経営改善への対策 ■安全・安心への対策

「田舎の列車の方がかっこいい」
と思わせなければ若者は戻って
こない。地元の人が楽しんでいな
いと観光客は来ない。
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由良川橋梁を渡る丹後あかまつ号 丹後あかまつ号の車内
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○面的サービスとしての魅力
・地域での知名度・ブランド向上
・本業のPR効果（駅・電車内の広告等）

・多角的に顧客拡大（関連事業への活用）

○公的サービスとしての魅力
・ブランド力のアップ
・イメージアップ（地域再生に取り組む企業）
・公的サービス受託による信頼性・堅実性

○民を呼び込む環境整備
・社会インフラとして維持管理費を負担
・基盤、車両等の資産リスクの受入
・沿線自治体の意思統一
・“変革”の許容（民間経営の自由度） 等

○地域の魅力度向上への継続的努力
・Final destination としての魅力度向上
・地域あげての一体的・総合的取組み
・継続の仕組み

民の「潜在的ニーズ」 官の「覚悟」

地域ローカル鉄道の存続

地域再生の実現
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ＫＴＲ
（３セク）

運行会社
（純粋民間）

基盤保有会社
（３セク）

抜
本
的
改
革

・迅速な意志決定、自由な営業活動
・魅力的かつ画期的な増客対策

新設会社（第二種）

現ＫＴＲから移行（第三種）

・補助金の投入等による計画的な
設備投資、修繕
・国庫補助の活用

25年10月末より運行会社の公募開始

純粋民間による自立した経営

自治体による全面支援

(上下分離による鉄道事業再構築）
～純粋民間事業者による自由な経営ができる環境整備～

○車両・鉄道施設・土地等の資産を基盤保有会社が保有し、運行会社は運行業務のみを実施

○柔軟な施設使用料の提案（基盤保有会社に対しては自治体が全面支援）

→純粋民間会社による参入を可能に

→自由な経営による新たな需要を生み出す智恵、利用者視点に立ったサービス改善を期待

鉄道施設
線路・電路

土地保有

車両

車両

鉄道施設
線路・電路

土地
保有

施設使用料
の提案

管理委託

自治体によるリスク分担

マーケットサウンディング、
デューデリジェンスの実施
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年月 内容

平成23年4月 学識経験者、鉄道関係者、自治体首長からなる「北部地域総合公共交
通検討会」を設置

平成24年9月 「北部地域総合公共交通検討会」の中間報告（経営改善策として上下分
離の検討を位置づけ）

平成25年10月 運行会社の公募開始

平成26年5月 WILLER ALLIANCE(株)を最適提案事業者に選定

平成26年7月 WILLER TRAINS(株)（運行会社）を設立

平成26年11月 改正地域公共交通活性化再生法施行

平成26年12月
沿線9自治体において、地域公共交通網形成計画を国へ送付
北近畿タンゴ鉄道(株)、WILLER TRAINS(株)、沿線9自治体において鉄道
事業再構築実施計画を国へ認定申請

平成27年3月 国土交通大臣が鉄道事業再構築実施計画を認定

平成27年4月 京都丹後鉄道運行開始、京都丹後鉄道開業式典

＜上下分離による鉄道事業再構築に向けた経過＞
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道の駅

○「知（地）の拠点大学」等と連携し、ものづくりやサービス業など
地域産業を牽引する人材育成拠点を形成

京都府北部地域連携都市圏（イメージ）

○それぞれの市町の個性や得意分野を公共交通ネットワーク等により結びつけ、（一極集中では
なく）相互に役割を担い、圏域として都市機能・生活水準の向上を図る（中核市にも相当する公共
サービスや都市機能を圏域で確保）

○豊かな自然環境の下、医療・福祉、教育、交通等の充実した質の高い居住環境を創出するとと
もに、密度の高い生活圏の形成による労働生産性向上を通じた所得の向上を図り、大都市では
できない文化的で若者や子育て世代に魅力ある生活圏をつくる。

心臓血管外科、脳神経外科など高度な医療が提供可能な医療機関
群を活かし、それぞれの医療機関の得意分野を伸ばすことで、大都
市に行かずとも、この圏域内で必要な医療が受けられる環境を実現

取組の方向性

国立社会保障・人口問題研究所
合計特殊出生率（平成２２年国勢調査）

ＪＲの速達性向上
首都圏・関西圏へ良好なアクセス

教育（高校） 医療（主な病院）
※200床以上or公的

「海の京都」観光圏の推進

観光

（例）知（地）の拠点大学等との
連携による人材育成

教育

工業団地等における雇用

工業集積（雇用）

（例）機械金属加工の新技術開発と
新シルク産業創造

産業

地域資源を結ぶ利便性の高い公共交通ネットワーク
・京都丹後鉄道を運行する純粋民間会社ウィラー社によるＩＣ
Ｔを活用した利便性の高い広域公共交通サービスの提供
・バス等の２次交通網の整備
・交通空白地におけるデマンド交通の整備

各機関の特色を活かした
高度な医療の提供

医
療

行政面積

（ｋ㎡）

2010年人口

（人）

2040年人口

（人）

合計特殊

出生率

福知山

市
552.57 79,652 69,414 １．９６

舞鶴市 342.10 88,669 66,522 １．８６

綾部市 347.10 35,836 23,662 １．６３

宮津市 172.８７ 19,948 11,780 １．６５

京丹後

市
501.８４ 59,038 38,278 １．７３

伊根町 62.00 2,410 1,116 １．５１

与謝野

町
108.38 23,454 15,107 １．７１

合 計 2,086.８6 309,034 225,879 府１．２７

約８千人の雇用を抱える長田野・綾部・森本工業団地をはじめとした
工業集積を活かし、雇用を圏域全体で受け入れ、圏域の雇用を増大

〇中高一貫教育校、水産高校、工業高校など特色ある多様な高
校教育が受けられる教育環境を実現

「京都丹後鉄道」等の広域交通、バス等
の２次交通、交通空白地のデマンド交通
を結びつけ、圏域内を自由に移動・周遊
できる公共交通ネットワークを実現

公共交通

府立福知山高校
（中高一貫教育）

（綾部工業団地）

工業集積（雇用）

教育

医療

日本三景「天橋立」、伊根の舟屋、夕日ヶ浦等の魅力ある豊富な
観光資源を活かし、「海の京都」の統一コンセプトの下、圏域とし
てブランド力のある着地型観光地として戦略的に整備

天橋立 伊根の舟屋 夕日ヶ浦

平成26年7月に国の「観光圏」に認定（「海の京都」観光圏）

観光

府立医科大学附属北部医療センター舞鶴市民病院、舞鶴赤十字病院

長田野工業団地 綾部工業団地

イメージ図

圏域全体として地域価値の
発信・向上を図る

森本工業団地

（例）

（例）

（例）

（例）

～京都府北部５市２町の連携による
魅力的な生活圏の構築～
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目指すべき『沿線地域の姿』

 自分たちのまちとして誇りが持て、住み続けたいと思う地域
 自動車が利用できなくても、公共交通だけで暮らしていける地

域
 魅力的な観光圏として、国内外から多くの人が集まる地域
 元気な産業・新たな雇用が生まれ、域外の人が移り住みたいと

思う地域

目指すべき『公共交通の姿』

 地域の人々や企業から信頼される、安心・安全な公共交通
 便利で魅力的で乗りたくなる、みんなに愛される公共交通
 まちづくりの中核を担い、地域が支える公共交通
 国内外からの来訪者に対応できる、世界に通用する水準の公

共交通
 交通モード相互の連携が図られ、誰もが使いやすい公共交通

18



江戸時代には米や海産物などの重要な輸送手段である北前船の寄港地として、明治時代以降
には日本海防衛の要として、また引揚げ港として、わが国と大陸との玄関であり続けてきた。

元伊勢籠神社

与謝野町立古墳公園

北前船

日本海に面する府北部地域は、古代より、大陸文化・技術の交流の窓口として栄え、多くの
神話の舞台となった、いわば「京都（みやこ）のふるさと」

海の
京都

歴史

ちりめん街道

伊根の舟屋（漁村集落）

福知山城

私市円山古墳公園

天橋立 山陰海岸ジオパーク

舞鶴旧鎮守府倉庫施設

自然
景観

暮ら
し・
文化

丸木舟
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◆日本最古級の一大製鉄プラント
わが国最古の砂鉄を原料とした「たたら式」
の製鉄炉跡

◆約5,300年前の
丸木舟出土
わが国最古・最大級

ガラスの釧（腕輪）
（岩滝／大風呂南１号墓）

◆青いガラスの燦き
府北部の「ガラス」における優位性は群を抜いてい
た。弥生墳墓のうちこれほど華麗な装身具を身に
つけているのは、北部九州及び丹後の首長のみ。

◆元伊勢籠神社所蔵鏡
前漢時代の邊津鏡
後漢時代の息津鏡

◆紀年銘鏡
青龍三年（西暦２３５年）の
年号がある鏡

（舞鶴／浦入遺跡）

元伊勢籠神社（宮津市）

（弥栄・峰山／大田南５号墳）

（弥栄／遠處遺跡）

悠久の歴史を偲ぶ古代ロマンの地

20



府北部地域では、特Ａ米を獲得した京都丹後こしひかりなどの農産物や、
トリガイ・イワガキなどの海産物が収穫される。

丹後には、酒質の違うお酒を製造する１１もの蔵があり、日本全国を見てもきわめて珍しい。

トリガイ

「海の京都」ワイン

ブリ 岩ガキ元伊勢籠神社の古代赤米神撰田（宮津市）

京都の台所を支える食材の宝庫

豊葦原の瑞穂の国
「丹波」の地名起源は、立派な稲穂が稔っている様子を

見た豊受大神が「あなにえし、おも植えみし、田庭（たに
わ）」とたいそう喜んだことから名付けられたと伝わる。

また、「丹」は赤色を意味し、平城宮跡から出土した木管
には、丹後国竹野郡から「赤米」を献上したことが記され
ている。
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◆平成２６年７月、近畿圏では初めて、「海の京都観光圏」が国の認定を受
けた。

◆国からの旅行業法等の特例措置やブランド確立事業への補助等の支援を活用しながら、
滞在プログラム造成や観光情報提供、人材育成、アクセス向上等に地域が一体となって取
り組むことにより、さらに「海の京都」の取組を加速

○観光圏とは
自然、歴史、文化等において密接な関係のある観光地を一体とした区域であり、その
観光地同士が連携して２泊３日以上の滞在交流型観光に対応出来るよう、観光地の
魅力を高めようとする区域

「海の京都」観光圏の認定

天橋立、伊根（舟屋）はミシュラン・グリーンガイド・ジャポンの2つ星
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【戦略拠点】
舞鶴赤れんがパーク周辺一帯

【戦略拠点】
伊根浦地域内
（伊根浦舟屋群）

【戦略拠点】
天橋立

【戦略拠点】

【戦略拠点】
浜詰（夕日ヶ浦温
泉）・久美浜

お城とスイーツ
を巡るまちなか
観光エリア グンゼから大本

に至るまち並み

【戦略拠点】

昭和モダン・シルクの里
もてなしゾーン
（ちりめん街道）

【戦略拠点】

鉄道とバスの連携
による周遊ルート

海路

天橋立～宮津～伊根周
遊ルート

１ 発信力・集客力のある「戦略拠点」の形成

綾部市

 『海の京都』事業による発信力・集客力のある「戦略拠点」の形成を推進
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バスと船のデザ
インを一体的に
整備し、ブランド
力をアップ

ぐるたんバス

KAMOME6

丹後あかまつ号

 丹後半島を回遊する観光周
遊ルート等の整備

 駅待ち環境・駅施設の改善
 情報ポータルサイトの整備
 ＩＣＴの活用
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地域全体のデザインをトータルにマネジメント
・観光地の修景整備 ・駅舎のリニューアル ・鉄道・バス・船舶・ケーブル・リフトのリニューアル

25



整備前の駅前広場及び駅舎

□ 駅前を白砂青松をイメージした庭園風広場

駅舎は『交流拠点としての駅』をコンセプトに、舟屋の
モチーフを活かすよう和のデザインに改装。

広場と一体的な景観整備を図ることで、駅自体が観
光対象となる交流拠点をめざす

（デザイン：京都造形芸術大学前田教授）
26



丹後観光情報センター（天橋立駅）、
京丹後市観光情報センター（網野駅）
がＪＮＴＯ認定外国人観光案内所 カ
テゴリー2を取得

天橋立ターミナルセンター

案内サイン
27



天橋立駅前（宮津養父線）の修景

○2車線道路を1車線化し、歩道を拡幅
○沿道店舗も修景整備を実施



小天橋（廻旋橋）・府道天橋立線の修景

のリニューアル



バス車体デザイン改修（ぐるっと丹後周遊バス）



新造船（KAMOME６）による伊根航路開設





ケーブルカー、リフトのデザイン改修
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酒蔵巡り試飲コーナー（天橋立駅すぐ横）



・開会式典／宮津市
・メインイベント／京丹後市 夕日ヶ浦・浜詰特設会場
・期間中(7月18日～11月15日)、期間前後の各地域でのイベント／福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、
伊根町、与謝野町、各特設会場など

http://www.uminokyotohaku.jp/
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経営ビジョン

私たちWILLERグループが目指す地域の価値向上。
それは、利便性の高い高次元交通ネットワークの実現（交通革新）により、ストレスのない便利で自由な移動を沿線地域全体に提供すること。
そして、豊かな自然や食・文化など地域の観光資源をはじめ、それぞれの市町の良さを活かした広域的なまちづくりを行うこと。
これら自治体をはじめ各種事業者と協力の上、「交通革新」と「まちづくり」の連携によるシナジー（相乗効果）を創造することで、沿線で生活し
ている人が望む都市機能・生活水準の向上を実現することにあります。
さらに地域の雇用や教育環境づくりにも力を入れ、都心で生活する若い人が移り住みたくなる魅力ある地域への発展につなげてまいります。

https://youtu.be/bDt2_amumEQ
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（要 因）
・企画乗車券の造成などに注力してきた開業効果
・運行開始記念イベント（大丹鉄まつり）に１万人が訪れ、盛況であった
・３月のダイヤ改正で早朝の京都発の特急との接続が実現
・ゴールデンウィーク、シルバーウィークの曜日配列がよく、天候にも恵まれた

４月１日から９月３０日までの利用状況 （京都縦貫道 H27.7.18 開通 ）

シルバーウィーク（９月１８日～９月２３日）の利用状況

（要 因）
・曜日配列がよかったことに加え、天候にも恵まれた

対前年度比 105.3％

対前年度比 132.7％ ３６,７０１人
（㉖同時期：２７,６５１人）

９６４,７７７人
（㉖同時期：９１５,８０４人）
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天橋立と城崎温泉の連携強化、使いやすさの向上など
・「丹後あかまつ号」のダイヤを改正し、城崎からの観光客の天橋立での滞在時間
を確保
・デイタイムに宮舞線、宮豊線は1時間に1本運行を実現（運行間隔の平準化）
・宮福線の一部列車を快速列車にし、運行時間を最大26分短縮

１．春のダイヤ改正 ３月２６日（土）から

２．丹後くろまつ号の運用を一新 4月1日（金）から

「ＦＯＯＤ ＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ」
丹鉄沿線が一体となり、地域の食・魅力を体験を通じて発信

・「車内で楽しむ」から「車外
でも楽しむ」をコンセプトに
駅ホームでの郷土料理体験、
地元産品の販売、地域住民
との交流を体験・体感
BETSUBARA（べつばら）,
MANPUKU（まんぷく）,
YOKUBARI（よくばり）の3コース
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現

行

コース名 ルート 内容 料金

スイーツコース
福知山→天橋立

(10:25→11:37)

・４種のスイーツ
・飲み物 ４，０００円

ランチコース
天橋立→西舞鶴

(12:07→14:27)
・文珠荘の絶品ランチ １０，０００円

ディナーコース
西舞鶴→豊岡
(15:36→18:15)

・会席弁当
・ワンドリンク １１，０００円

４
～

６
月

コース名 ルート 内容 料金

BETSUBARA
（べつばら）

豊岡→天橋立
(10:08→12:20)
※13:20解散

・おぼろ豆腐等食べ比べ
・漁師汁 （久美浜駅内）
・ばら寿司
・地魚の七輪焼き （天橋立駅内）

８，８００円

MANPUKU
（まんぷく）

天橋立→豊岡
(12:54→14:56)
※11:50集合

・地魚の七輪焼き （天橋立駅内）
・ばら寿司、茶碗蒸し
・漁師汁
・米粉スイーツ

８，８００円

YOKUBARI（よくばり）

豊岡→天橋立
(16:05→18:21)

・おぼろ豆腐等食べ比べ
・漁師汁
・丹後郷土料理９種盛り
・【YOKUBARI】ばら寿司、

智恵の餅食べ比べ
・【TASHINAMI】丹後の地酒２種

７，８００円

TASHINAMI（たしなみ）

※３ヵ月毎に運行ルートを変更予定。（７～９月（西舞鶴⇔天橋立）、10～12月（福知山⇔天橋立））

選択

３ ． 「丹後くろまつ号」平成28年４月からのサービス概要
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○ 京都府における外国人宿泊数(京都市除く)は

5年前に比べ約2.5倍、

この内、丹鉄沿線市町は約3倍に急増

○ 2014年､丹鉄沿線市町では、府全体(京都市除く)の

約8割弱を占め、中でも宮津市は5割超

○ 国別では､香港､台湾､中国が多い
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○ 京都舞鶴港の外航クルーズの乗船客数は、
2014年に約12,000人で2012年比約14倍と急増

大型クルーズ船 寄港状況
(第2埠頭)

706
0

861

5,364 

12,280 

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

2010 2011 2012 2013 2014

(人) 京都舞鶴港の外航クルーズ乗船客数

(年)

出典:京都府資料
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◎観光案内特設ブース設置
舞鶴市西駅交流センター（西舞鶴駅）に
特設ブースを設置し、外国語での交通案内
や観光案内を実施
【海の京都観光推進協議会、舞鶴国際交流協会】

◎高校生による英語案内ボランティア
西舞鶴駅前や大型ショッピングセンターで
高校生による英語案内ボランティアを実施
【東舞鶴高等学校】

◎まち歩きツアーの実施
まち歩きを楽しみながら、お寺での座禅
体験やかまぼこ作り体験など日本らしい
体験ができるまち歩きツアーを実施

◎まち歩きマップの作成・広報板等の設置
・まち歩き観光を促進するため、ふ頭からの

まち歩きマップ（日英韓仏の４ヶ国語）を
作成

・寄港を歓迎し、寄港情報を市民に周知する
ため、広報板やのぼりを各所に設置

出典：京都舞鶴港クルーズ客船おもてなし行事のまとめ2014
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◎外国人旅行客向け「海の京都エリアパス」の販売 （平成26年４月～）

45

年 度 利用者数
平成26年度

（通年：4月～3月）
３，６９２人

平成27年度
（上半期：4月～9月）

３，０８０人

京都丹後鉄道と自由周遊区間内
のバス・観光船が乗り放題
※JAPAN RAIL PASS,WEST RAIL PASS所有者
は特急自由席も利用可

◎外国人旅行客向け「１日乗り放題切符」の販売 （平成27年４月～）

京都丹後鉄道（特急自由席含む）が乗り放題
※JAPAN RAIL PASS,WEST RAIL PASS所有者は料金半額

年 度 利用者数
平成27年度

（上半期：4月～9月）
１，２２３人

外国人向けﾌﾘｰﾁｹｯﾄ合計
26年上期(1614枚）→27年上期(4303枚)

約２．７倍に増加



◎英語の車内放送や駅の番号表示
の実施

◎外国語案内担当職員の配置
（天橋立駅観光案内所、京丹後市観光情報セン
ター（網野駅内））

46

◎Wi-Fi環境の整備の状況

＜利用可能駅＞
・天橋立駅
・宮津駅
・与謝野駅
・網野駅

天橋立観光案内所（天橋立観光協会）

◎免税ステーションの実施
（「道の駅」舞鶴港とれとれセンター（免税カウン
ターを設置））



・市町が連携し、地域の総力を結集して、観光まちづくりを効果的かつ強力に推進
するため、ＤＭＯを28年度中に設立
・丹後王国「食のみやこ」を観光拠点化
・山陰海岸世界ジオパークの整備

１．「海の京都」連携広域ＤＭＯの設立

２．駅再生アクションプランによる駅のにぎわい創出

・駅及び駅周辺に賑わいを取り戻すため、駅を地域の活動拠点、交通結節点として
地域と共に再整備
久美浜駅（京丹後市）、丹後由良駅（宮津市）で着手

47

３．特急車両のデザイン化の推進

・京都駅と丹後地域を
直通する特急車両を
「海の京都」のイメー
ジでリニューアル
平成27年度2編成に
加え、平成28年度は
2編成を改修
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